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本研究は, 日本人学生と留学生という異なる背景を持つ学生が参加する学術場面の社会

化を明らかにすることを目的とする。学習を参加メタファーの視点から捉え, 参加する過

程を学びと捉える。学術場面とは, 大学院での学びの場を示す。社会化とは, Morita(2004)

によると, 新たな学術社会に自らが主体的に参加をし, 成員となっていく過程と定義され

ている。本研究では, 大学院ゼミ活動を中心とした学術場面で, 学生らが関係性を構築し

つつ参加する過程を社会化促進要因に着目し分析, 考察する。

本研究の特徴の第一は, 代表的な先行研究とは異なり, 実践共同体の参加者全員が, 共

に, 社会化していくという視点から, 参加過程を分析する点である。第二は, 個人の変容,

実践共同体全体の変容, および, 複数の実践共同体に参加する成員個人の参加過程を視野

に入れ分析する点である。第三は, 英語を第二言語とする学生の英語による学術場面の社

会化研究が大半を占める中, 日本語による学術場面の社会化に関する研究であるという点

である。研究課題は次の 3 点である。

研究課題 1「各成員はどのように学術場面に参加するのか。」

研究課題 2「個人の変容と集団の変容はどのような関係があるのか。」

研究課題 3「学術場面における社会化を促進する要因は何か。」

研究課題解明のために，2 つの実践共同体に属する者 13 名の調査協力者を得た。いずれ

の実践共同体も，関東地方にキャンパスがある大学院修士課程にて日本語教育を専攻する

院生を中心として構成されている。主な調査協力者は, 指導教員, 日本人学生 4 名および

留学生 2 名である。学生は, 年齢, 性別, 入学前の社会経験等が異なっていた。主な収集デ

ータは, 半構造化インタビュー, 2 年間のゼミの授業で記入されたコメントシート, 1 学期

間の授業の参与観察の記録である。

研究課題 1 の分析には，レイヴ＆ウェンガー(L&W1991=1993) の正統的周辺参加論を

援用した。研究課題 2 は，タックマン (Tuckman,1965), 徳井 (1998), Ehrman &

Dörnyei(1998)の発達段階の特徴に沿って分析した。研究課題 3 は，「協力して課題遂行に

エネルギーを集中」するという発達段階の特徴を示した実践共同体の発達過程を詳細に分

析した。

研究課題 1 については, 個人の変容には，実践の場で熟練者から学び, その学びを新参

者に伝える中で, 役割を高度化させていくこと, アクセスできる範囲や質を向上させつつ

自らの関心を探求することが大きな意味を持つことが明らかとなった。肯定的なアイデン

ティティを獲得し, 他者への関心を示し, 自己開示をすることをが, 学びの実践共同体へ

の帰属意識の芽生えに繋がっていった。個人が変容することが, 個人の集まりであった集

団を, 相互に関わりを持った共同体へと集団そのものをも変容させていった。

研究課題 2 については, 実践共同体が個人の集合体ではなく, 集団としての機能を果た

すにあたり, 個人は変容していったことが明らかとなった。成員が, 相互に知り合い, 自己

開示をする中で, 関係性や役割, 文化面や使用する言語の調整をする必要が生じた。個人

は, 周囲に自らを照らし, 実践共同体内での役割を見つけ, 強みを活かし行動していった。

実践共同体に所属しようとする理由の一つは, そこから得られる学びが大きかったためで

あろう。成員は, 自律し, 相手を尊重しながら, 他者との関わりの中で学びを深めていった。

実践共同体は, 結束性を強くあらわすこともあれば, 活動が活発ではないかのような様子

を見せるなど複雑さを呈しながら, 変容し続けた。相互に協力して作り上げた実践共同体
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から, 成員は, 安心と，成果を享受したと言える。

研究課題 3 については, 結束力のある実践共同体を形成した成員の個人および集団とし

ての参加過程から, 多くの要因を見いだすことができた。①多重成員生②自律③安心と競

争④信頼関係⑤部分群の存在⑥参加形態の主体的な選択である。これらの要因が適切に存

在する実践共同体において, 成員は学びを深めていった。ピアプレシャーが適切な進度を

保ち研究の推進力となった。安心し, 学びを深め, 励まし合い, 研究に打ち込むことができ

た。信頼関係が, より高度な研究成果をあげるという効用をもたらした。適切な部分群の

存在は評価や役割の多様性をもたらし, 関係性の固定化を和らげ学術交流を促進した。

本研究の意義としては, 多種のデータを対象として, 実証的, 複合的な分析考察を試み，

先行研究で捉えきれなかった多重成員性の一側面や, 沈黙の変容, 実践共同体全体の変容

を明らかにした点が挙げられる。

本研究は自己と他者との関わりの中での学びに重きを置いたが、それ以外の学びを排除

するものではない。今後の課題としては、社会化がうまく行われなかった事例も含めた研

究の蓄積が望まれ，それらを踏まえた視座から，より深みのある社会化促進要因や多様な

実践共同体での学びの意義や効用が見えてくるものと思われる。
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